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■ 三大感染症による年間の死者数（人）

出典：世界保健機関（WHO）、厚生労働省、国立感染症研究所
※地域区分はWHOの分類に基づく

※

地
球
規
模
課
題
の
解
決
の
た
め
、
日
本
と
開
発
途

上
国
の
研
究
者
が
３
〜
５
年
間
の
共
同
研
究
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
J
I
C
A
と
国
立
研
究
開
発
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構
（
J
S
T
）
の
連
携
事
業
と
し

て
開
始
さ
れ
、
感
染
症
分
野
に
つ
い
て
は
、
今
年
４

月
か
ら
J
S
T
よ
り
A
M
E
D
に
移
管
さ
れ
た
。

欧州

ン
の
策
定
、
情
報
収
集
や
分
析
能
力
の

向
上
、
予
防
・
検
査
・
治
療
体
制
の
強

化
な
ど
を
目
的
と
し
た
技
術
協
力
の
ほ

か
、
ワ
ク
チ
ン
供
与
の
た
め
の
資
金
協

力
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
近
年
、
未
知
の
病
原
体
に
よ
る

新
た
な
感
染
症
が
問
題
と
な
る
中
、
日

本
が
持
つ
研
究
分
野
の
知
見
を
よ
り
一

層
活
用
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
な

る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、 「
地
球

規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
（
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）」※

だ
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
、

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開

発
機
構
（
A
M
E
D
）
が
連
携
し
て
行
う

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
こ
れ
ま
で
デ

ン
グ
熱
の
治
療
に
役
立
つ
抗
体
の
作
製

や
、Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

北
教
授
は
、「
日
本
で
も
戦
後
流
行
し
て

い
た
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
は
、
そ
の
後
の
医

療
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
、

今
で
は
西
太
平
洋
地
域
を
は
じ
め
、
世

界
の
取
り
組
み
に
そ
の
経
験
が
生
か
さ

れ
て
い
る
。
感
染
症
が
多
様
化
す
る
中
、

〝
地
域
に
適
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
〞

を
強
み
と
す
る
日
本
が
果
た
せ
る
役
割

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
感
染
症
。

今
こ
そ
国
境
を
越
え
、
世
界
が
一
つ
に

な
っ
て
立
ち
向
か
う
時
だ
。

多くの人々の命を奪う感染症。
長年流行し続けている三大感染症に加え、新たな種類の病気も次 と々確認されている。

また、グローバル化によって、遠く離れた地域へと飛び火するケースも。
世界全体の課題である感染症に対し、日本として何ができるのだろうか。

国境のない戦い

急
が
れ
る

新
た
な
脅
威
へ
の
対
策

日
本
の
知
見
と

経
験
を
生
か
す

　
と
は
い
っ
て
も
、
感
染
症
に
苦
し
ん

で
い
る
患
者
の
大
半
は
、
今
も
開
発
途

上
国
で
暮
ら
す
人
た
ち
だ
。「
近
く
に
病

院
が
な
い
、
治
療
を
受
け
る
お
金
が
な

い
、
予
防
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
い
な
い
な
ど
、
途
上
国
で
感
染
者

が
減
ら
な
い
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
」
と
北
教
授
は
話
す
。

中
で
も
、
三
大
感
染
症
と
呼
ば
れ
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
に

よ
っ
て
、
途
上
国
で
は
年
間
３
０
０
万

人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
生
産

人
口
層
に
感
染
が
広
が
る
こ
と
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
労
働
力
の
低
下
が
、
脱
貧

困
を
ま
す
ま
す
困
難
な
も
の
に
し
、
結

果
的
に
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

悪
循
環
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
今
、
三
大
感
染
症
に
加
え
て

対
策
の
強
化
が
必
要
な
の
が
、
エ
ボ
ラ

出
血
熱
の
よ
う
に
新
た
に
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
新
興
感
染
症
」
と
、
一

時
期
は
減
少
し
て
い
た
の
に
再
び
流
行

し
始
め
た
「
再
興
感
染
症
」
だ
。
ま
た
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
、
デ
ン
グ
熱
や
ハ
ン
セ
ン
症
な

ど
、
世
界
か
ら
あ
ま
り
関
心
が
向
け
ら

ず
に
十
分
な
対
策
が
と
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
17
の
感
染
症
を
、「
顧
み
ら
れ
な
い

熱
帯
病
（
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
）」
に
指
定
。
感
染
者

は
世
界
で
10
億
人
を
超
え
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
感
染
症
に
対
し

て
、
北
教
授
は
〝
教
育
〞
の
重
要
性
を

訴
え
る
。「
例
え
ば
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は

血
液
や
体
液
の
接
触
に
よ
っ
て
感
染
す

る
た
め
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
政
府

が
国
民
に
対
し
て
握
手
を
や
め
る
よ
う

に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
早

い
段
階
で
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
」。

　
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の

指
針
を
示
し
た
新
し
い
「
開
発
協
力
大

綱
」
の
中
で
も
、
感
染
症
を
地
球
規
模

課
題
と
捉
え
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
日
本
は
途

上
国
に
対
し
て
、
政
策
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

　
昨
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で
猛
威
を
振
る

っ
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
世
界
中
を
震

撼
さ
せ
た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
機
関
が
対
策
に

乗
り
出
す
中
、
日
本
も
現
地
に
医
師
を

派
遣
し
た
り
、
テ
ン
ト
や
発
電
機
な
ど

の
物
資
を
送
っ
た
り
と
、
支
援
を
続
け

て
き
た
。
今
年
５
月
に
は
、
よ
う
や
く

リ
ベ
リ
ア
で
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
た
が
、

世
界
全
体
の
死
者
数
は
１
万
人
を
超
え

た
。

　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
感
染
が
拡
大
し
始

め
た
昨
年
８
月
、
日
本
で
は
厚
生
労
働

省
が
開
い
た
緊
急
会
見
が
、
世
間
を
騒

が
せ
た
。
約
70
年
ぶ
り
に
、
熱
帯
病
で

あ
る
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
が
確
認
さ

れ
た
の
だ
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
聞
き

慣
れ
な
い
病
名
だ
が
、
世
界
で
は
毎
年

約
１
億
人
が
発
症
す
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
今
年
５
月
以
降
、
中
東

地
域
の
風
土
病
だ
っ
た
中
東
呼
吸
器
症

候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
が
す
ぐ
隣
の
韓
国
で

流
行
し
、
日
本
も
警
戒
を
強
め
て
い
る
。

今
や
感
染
症
も

〝
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
〞
に

　「
も
と
も
と
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
ア
フ

リ
カ
で
も
熱
帯
雨
林
の
奥
地
な
ど
限
ら

れ
た
地
域
で
の
み
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な

ど
に
よ
っ
て
人
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、

病
原
体
が
都
市
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ

と
で
一
気
に
感
染
が
拡
大
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
」。
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
／
長
崎
大
学
大
学
院
熱
帯
医
学
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
の
北
潔
教

授
は
こ
う
指
摘
す
る
。
デ
ン
グ
熱
に
関

し
て
も
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交

流
が
盛
ん
に
な
り
、
い
つ
感
染
が
確
認

さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ
っ

た
と
い
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変
化
が
進

む
今
、
日
本
で
も
感
染
症
は
も
は
や
他

人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
だ
。

編集協力：北潔 東京大学大学院医学系研究科／長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科教授

ＨＩＶ／エイズ

・世界のHIV陽性者数は　　　　　　　　　　　　　（2013年末時点）

・感染者の　　　がアフリカに集中

数字で読み解く！感染症の

推計3,500万人
7割

マラリア

・年間の罹患者数は世界全体で　　　　　　　　　　　　　　　　（2013年）

・アフリカでは　　　　　　　  の子どもが死亡している1分に1人

約900万人
結核

・年間の罹患者数は世界全体で　　　　　　　　　（2013年末時点）

・1990年から2013年にかけて世界全体の死亡率は 平均45％減少

合計160人
推定1億人

デング熱

・年間の感染者数は世界全体で 　　　　　　　

・昨年の日本での国内感染者は

エボラ出血熱

・昨年の流行開始からの累計感染者数は　　　　　　　　　　　（2015年5月31日時点）

・累計死者数は　　　　　　　　　　　 、死亡率は

2万7,181人
平均50％前後1万1,162人

推計1億9,800万人

今
特集 感染症
国境のない戦い

特集
感染症

し
ん

か
ん
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Ｔ
Ｄ
ｓ
）」
に
指
定
。
感
染
者

は
世
界
で
10
億
人
を
超
え
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
感
染
症
に
対
し

て
、
北
教
授
は
〝
教
育
〞
の
重
要
性
を

訴
え
る
。「
例
え
ば
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は

血
液
や
体
液
の
接
触
に
よ
っ
て
感
染
す

る
た
め
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
政
府

が
国
民
に
対
し
て
握
手
を
や
め
る
よ
う

に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
早

い
段
階
で
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
」。

　
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の

指
針
を
示
し
た
新
し
い
「
開
発
協
力
大

綱
」
の
中
で
も
、
感
染
症
を
地
球
規
模

課
題
と
捉
え
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
日
本
は
途

上
国
に
対
し
て
、
政
策
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

　
昨
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で
猛
威
を
振
る

っ
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
世
界
中
を
震

撼
さ
せ
た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
機
関
が
対
策
に

乗
り
出
す
中
、
日
本
も
現
地
に
医
師
を

派
遣
し
た
り
、
テ
ン
ト
や
発
電
機
な
ど

の
物
資
を
送
っ
た
り
と
、
支
援
を
続
け

て
き
た
。
今
年
５
月
に
は
、
よ
う
や
く

リ
ベ
リ
ア
で
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
た
が
、

世
界
全
体
の
死
者
数
は
１
万
人
を
超
え

た
。

　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
感
染
が
拡
大
し
始

め
た
昨
年
８
月
、
日
本
で
は
厚
生
労
働

省
が
開
い
た
緊
急
会
見
が
、
世
間
を
騒

が
せ
た
。
約
70
年
ぶ
り
に
、
熱
帯
病
で

あ
る
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
が
確
認
さ

れ
た
の
だ
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
聞
き

慣
れ
な
い
病
名
だ
が
、
世
界
で
は
毎
年

約
１
億
人
が
発
症
す
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
今
年
５
月
以
降
、
中
東

地
域
の
風
土
病
だ
っ
た
中
東
呼
吸
器
症

候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
が
す
ぐ
隣
の
韓
国
で

流
行
し
、
日
本
も
警
戒
を
強
め
て
い
る
。

今
や
感
染
症
も

〝
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
〞
に

　「
も
と
も
と
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
ア
フ

リ
カ
で
も
熱
帯
雨
林
の
奥
地
な
ど
限
ら

れ
た
地
域
で
の
み
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な

ど
に
よ
っ
て
人
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、

病
原
体
が
都
市
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ

と
で
一
気
に
感
染
が
拡
大
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
」。
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
／
長
崎
大
学
大
学
院
熱
帯
医
学
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
の
北
潔
教

授
は
こ
う
指
摘
す
る
。
デ
ン
グ
熱
に
関

し
て
も
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交

流
が
盛
ん
に
な
り
、
い
つ
感
染
が
確
認

さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ
っ

た
と
い
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変
化
が
進

む
今
、
日
本
で
も
感
染
症
は
も
は
や
他

人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
だ
。

編集協力：北潔 東京大学大学院医学系研究科／長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科教授
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・世界のHIV陽性者数は　　　　　　　　　　　　　（2013年末時点）

・感染者の　　　がアフリカに集中

数字で読み解く！感染症の

推計3,500万人
7割

マラリア

・年間の罹患者数は世界全体で　　　　　　　　　　　　　　　　（2013年）

・アフリカでは　　　　　　　  の子どもが死亡している1分に1人

約900万人
結核

・年間の罹患者数は世界全体で　　　　　　　　　（2013年末時点）

・1990年から2013年にかけて世界全体の死亡率は 平均45％減少

合計160人
推定1億人

デング熱

・年間の感染者数は世界全体で 　　　　　　　

・昨年の日本での国内感染者は

エボラ出血熱

・昨年の流行開始からの累計感染者数は　　　　　　　　　　　（2015年5月31日時点）

・累計死者数は　　　　　　　　　　　 、死亡率は

2万7,181人
平均50％前後1万1,162人

推計1億9,800万人

今
特集 感染症
国境のない戦い

特集
感染症

し
ん

か
ん
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